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小学校理科における問題作成の主な枠組み
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主として「知識」に関する問題（以下『知識』の問題）

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内
容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになって
いることが望ましい知識・技能など。

主として「活用」に関する問題（以下『活用』の問題）

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題
解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる
内容。

小学校理科の問題作成の主な枠組み
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小学校理科における問題作成の主な枠組み
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１．『知識』の問題

①理科に関する基本的な概念などについて「知識」を問うもの。
②理科に関する基本的な観察、実験の「技能」について知識として問うもの。

２．『活用』の問題

①理科に関する知識・技能を「適用」することを問うもの。
②理科に関する知識・技能を用いて、「分析」することを問うもの。
③理科に関する知識・技能を用いて、「構想」することを問うもの。
④理科に関する知識・技能を用いて、「改善」することを問うもの。

調査問題作成の基本理念
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平均正答率の推移
【全体】 【知識】 【活用】

県（公立） 全国（公立） 県（公立） 全国（公立） 県（公立） 全国（公立）

H24 61.7 60.9 69.9 69.1 58.3 57.6

H27 60.0 60.8 58.9 61.3 60.7 60.5

H30 59 60.3 79.0 78.0 55.0 56.2
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調査結果の概要①（知識）
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4.0％ 18.0％ 6.6％ 70.7％

知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

４（１）適切な実験技能の理解
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調査結果を踏まえた授業改善の視点①（知識）
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18.0％

知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

■技能４（１）適切な実験技能の理解

分析結果と課題

ガラス棒を使用することの意味の理解を伴った
操作が十分身に付いていない児童がいると考え
られる。

学習指導に当たって

器具の操作の手順の理解だけでなく、器具を使
用する目的や操作の意味を捉えることが大切で
ある。
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調査結果を踏まえた授業改善の視点①（知識）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

（１）適切な実験技能の理解

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
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調査結果の概要②（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（２）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想
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調査結果の概要②（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（２）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想

10.4％ 31.9％

11.3％ 45.6％



調査結果を踏まえた授業改善の視点②（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（２）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想

奈良県教育委員会

分析結果と課題

４の反応率は31.9％である。モーターの左右で電流
の向きや大きさは変わらないという、これまでの学
習で得た知識を基に実験結果を見通していて、やす
子さんの考えに当てはめて考えることができていな
い。

学習指導に当たって

自らの予想や仮説を基に実験計画を立案し、実験を
行う前に予想が確かめられた場合に得られる実験結
果を見通す活動を取り入れることが大切である。ま
た、自分と異なる他者の予想を基に結果を見通すこ
とが大切である。

31.9％



調査結果を踏まえた授業改善の視点②（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（２）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想

奈良県教育委員会

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例



調査結果を踏まえた授業改善の視点②（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（２）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想

奈良県教育委員会

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
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調査結果の概要③（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（３）より妥当な考えへの改善

58.8％

12.8％

21.1％

6.3％
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調査結果の概要③（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（３）より妥当な考えへの改善

３(2)と３(3)のクロス集計表

分析結果と課題

〇３(2)と３(3)ともに正答である児童の割合は35.5％
〇３(2)で正答した児童の77.9％が３(3)に正答している。

予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して実験を構想できる児童の多くが、実験結果
を基に分析し考察することでより妥当な考えに改善できていると考えられる。

正答 無解答
類型１ 類型２ 類型３ 類型４ 類型99 類型０

正答 類型２ 35.5 1.7 6.5 1.8 0.0 0.1 45.6
類型１ 3.4 2.4 4.1 1.4 0.0 0.1 11.3
類型３ 6.0 1.3 1.9 1.2 0.0 0.0 10.4
類型４ 13.9 7.4 8.5 2.0 0.0 0.2 31.9
類型99 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無解答 類型０ 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.5 0.7
58.8 12.8 21.1 6.3 0.1 0.9 100.0

３(2)
誤答

合計

３(3)
誤答

合計
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調査結果を踏まえた授業改善の視点③（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（３）より妥当な考えへの改善

分析結果と課題

２、３の反応率はそれぞれ12.8％、21.1％である。モ
ーターの前後の電流の大きさが検流計で視覚化されて
いるにも関わらず、自らの考えを基に選択肢を選んで
いると考えられる。

学習指導に当たって

予想から検証方法を立案し、実験結果までを見通し、
実験から得られた結果と予想を照らし合わせて考える
学習活動を取り入れることが大切である。

２

３
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調査結果を踏まえた授業改善の視点③（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

３（３）より妥当な考えへの改善

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
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調査結果の概要④（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

１（４）調べたことの模型への適用

4.1％

54.1％

9.5％

31.5％
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調査結果を踏まえた授業改善の視点④（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

１（４）調べたことの模型への適用

４ Ｂの筋肉が縮み、骨と
骨のつなぎ目でうでを
曲げること。

31.5％

分析結果と課題

人の腕が関節で曲がるときの筋肉の動きを模
型へと適用することに課題がある。

学習指導に当たって

獲得した知識を図や模型などを用いて考えた
り、説明したりすることが大切である。
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調査結果を踏まえた授業改善の視点④（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

１（４）調べたことの模型への適用

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
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調査結果の概要⑤（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

２（４）複数の情報を基にした分析
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調査結果の概要⑤（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

２（４）複数の情報を基にした分析
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調査結果の概要⑤（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

２（４）複数の情報を基にした分析

解答類型 反応率 正答

１ ２、３と解答しているもの 61.2% ◎

２ １、２と解答しているもの 7.6%

３ ２、４と解答しているもの 5.8%

４ １、３と解答しているもの 18.6%

５ ３、４と解答しているもの 1.0%

６ １、４と解答しているもの 5.1%
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調査結果を踏まえた授業改善の視点⑤（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

２（４）複数の情報を基にした分析

「上流で雨が降り始めると同
時に、水位は高くなる。」を
選択

31.3％

分析結果と課題

複数の情報を関係付けながら分析して考察することに課題
がある。また、「上流で雨が降り始めると同時に、水位は
高くなる。」を含む解答類型２、４、６については、反応
率が31.3％である。このことから、調べた結果から上流の
降雨と下流の水位の関係について分析して考察できていな
いと考えられる。

学習指導に当たって

複数の情報を収集して児童同士が共有し、それを関係付け
たことの話合いを重視した学習活動が大切である。また、
天気の変化を、時間的・空間的な広がりを捉えて分析し考
察することが大切である。
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調査結果を踏まえた授業改善の視点⑤（活用）
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知識【知識・技能】活用【適用・分析・構想・改善】

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例

２（４）複数の情報を基にした分析
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質問事項 H30 H27 H24

理科の勉強は好きですか。
80.3

（-3.2）
81.9

（-1.6）
80.2

（-1.3）

理科の勉強は大切だと思いますか。
82.9

（-2.5）
85.3

（-1.6）
84.2

（-2.1）

理科の授業の内容はよく分かりますか。
88.2

（-1.2）
87.0

（-0.9）
85.6

（-0.4）

理科の授業や学習したことや、将来、社会に
出たときに役に立つと思いますか。

69.6
（-3.3）

72.0
（-2.5）

69.5
（-3.7）

児童質問紙調査における回答状況
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上段：肯定的回答 下段：全国平均との差

理科の学習における関心・意欲等に関する質問項目

分析結果と課題

『好き』『大切』『よく分かる』『役に立つ』について、前回、前々回と比
較して『分かる』の質問項目で肯定的な回答の割合が上昇している。また、
今回、全国平均との比較において1.2ポイント～3.3ポイント下回っている。
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理科の勉強は好き 理科の勉強は大切だと思う

理科の授業の内容はよく分かる
理科の授業や学習したことや、将来、
社会に出たときに役に立つ

奈良県教育委員会

児童質問紙調査における回答状況

理科の学習における関心・意欲等に関する質問項目と平均正答率
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児童質問紙調査における回答状況

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

分析結果と課題

「週１回以上」と回答した児童の割合は前回より1.2ポイント、全国平均との比較に
おいて、16.7ポイント下回っている。

平成27年度

平成30年度

45.8

25.7

44.2

55.9

7.2

14.5

2.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（公…

県（公立）

41.2 

24.5 

47.9 

56.9 

8.0 

15.4 

2.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（公…

県（公立）

週１回以上 月１回以上 学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない
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児童質問紙調査における回答状況

「理科の授業の内容はよく分かる」と「理科の授業では、理科室で観察や実験をどの
くらい行いましたか」

理科における資質・能力を育成する上で、観察・実験が大切であることはもちろん、自
然の事物・現象に触れる機会を児童に与えることは大切である。

理科において育成を目指す資質・能力
（１）自然の事物・現象についての理解。

科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能。
（２）観察、実験などに基づく問題解決の力。
（３）自然を愛する心情。主体的に問題解決しようとする態度。

指導改善のポイント
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児童質問紙調査における回答状況

理科における「見通し」と「振り返り」についての質問項目と平均正答率

指導に当たっては、児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりす
る活動を計画的に取り入れるよう工夫することが大切である。

指導改善のポイント

62.9 
60.2 

56.4 

51.1 

40.0

50.0

60.0

理科の授業では、自分の予想をもとに計画を立てて

いますか

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

62.8 

60.3 

57.5 
53.6 

40.0

50.0

60.0

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間

違っていないかを振り返って考えていますか

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない
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児童質問紙調査における回答状況

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

「理科の授業で、観察や実験の結果を考察してい
ますか」と各科目の平均正答率

「理科の授業で、観察や実験の結果を考察している」と回答した児童は、理科だけ
ではなく、国語、算数の平均正答率も高い傾向が見られる。

指導改善のポイント

73.8 
68.9 

63.7 
59.7 57.7 

53.0 

47.4 
42.2 

67.8 
62.6 

56.5 
52.0 

56.0 
50.0 

43.0 
36.5 

63.8 
59.3 

53.6 
48.8 

当てはまる
どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない
当てはまらない
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知識【知識・技能】の定着

授業改善の視点のまとめ

・器具と名称・使う目的を捉えることができるようにする。

・器具の操作の意味を捉えることができるようにする。

結果を見通して実験を構想

・自らの予想を明らかにし、観察、実験結果を見通すことができるようにする。

・他者の予想や観察、実験結果の見通しを共有できるようにする。

実験結果を基に自分の考えを改善

・観察、実験結果から、結果の見通し、予想を振り返ることができるようにする。

・観察、実験結果と結果の見通しを照らし合わせ、考察し、問題に正対した結論
を導出できるようにする。

分析した内容を記述

・条件や結果を正確に伝えることができるようにする。

・「事実」と「解釈」の両方を示すことができるようにする。

先生方にお願いしたいこと １
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児童の科学的な体験活動の充実

授業改善の視点のまとめ

先生方にお願いしたいこと ２

・理科室で行う観察・実験を充実する。

調査問題の把握

・設問の趣旨の把握に努める。

・小学校理科において、育成を目指す資質・能力との整合を図る。

児童の学習活動の充実

・児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入
れる。

・単元などの内容や時間のまとまりにおいて、児童の学習状況を把握する取組として、こ
れまでの実施された理科の調査問題を活用する。また、家庭学習の充実に向けた取組と
して、本調査問題を活用することも考えられる。

・得られた観察・実験の結果を基に考察する活動、結論を導く活動を充実・工夫する。


